
アカメ（全長115cm,体重25kg）を，2007年6月29日に，浦ノ内湾（宇佐町）で，下図のように
標識を付けて放流しました．肛門前の体内に埋込んだ標識（アーカイバル・タグ）は，この個
体の回遊経路（緯度，経度，水深，水温）を約5年間，記録してきます．もし，再捕された方は，
下の要領で連絡して下さると幸いです．何卒，宜しくお願い申し上げます．

連絡要領

① 来年6月までに捕獲

速やかに再放流して下さり，日時･場所を下記までご連絡下さい．
もし，魚体の状態が悪いか，死亡した場合，さらに解体後に気付かれた場合でも，
ご連絡下さい．アーカイバル･タグと残骸（特に内臓と頭）を残しておいて下さい．

② 来年7月以降に捕獲

魚体が元気ならば，水中に何らかの形で留めて置いて下さり，ご連絡下さい．
状態が悪かったり，死亡，解体の場合は①と同様です．

連絡先：〒781-1164 土佐市宇佐町194 高知大学海洋生物研究教育施設
木下 泉 ℡：088-856-0633，メール：muhomatu@kochi-u.ac.jp

肛門

背中に打ったスパゲッティ状タグ
（KINDAI00の文字あり）

体内に埋め込まれた

アーカイバル･タグ

体内のものに連絡先あり

アカメの図 〔片山・多紀（1984）より転載〕


